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中国の大学における卒業論文作成指導の過程からの
アカデミック・ジャパニーズ教育への示唆





















































































考察し、JSL の課題と照らし合わせつつ、今後の JFL・JSL および JNL に資する教材等の
リソース開発に関して提言を行う。すなわち、本報告においては、AJ という視点からの
中国での卒論指導の捉えなおしを行うと同時に、それを通じて、JFL と JSL、ひいては
JNL とに共有可能な AJ 教育への示唆を得ようとするものである。 






















2. 中国における AJ 教育の現状と課題 














2013 年に主要 5 都市 7 大学の日本語専攻学科のカリキュラムを調査した結果を表１に
示す。中国国内の日本語専攻学科で「主幹課程」といわれる 5 科目のうち、作文は平均で





















聴解 会話 読解 作文 
時間数／
単位数  





連想式のマップ 24 枚の回答の中から 180 の回答文を集め、内容によって、日本語、学
術、コミュニケーション、感情、評価、動機という 6 つのカテゴリーに分類した。カテゴ
リー別回答数は表 2 のとおりである。 
表 2 日本語による卒業論文作成の意義（括弧内の数字は出現回数、計 180） 
 カテゴリー 下位カテゴリー 
1 日本語（47） 基礎日本語（35）・アカデミックジャパニーズ（12） 





4 感情（13） ― 
5 評価（20） ― 
6 動機（24） ― 






















上述の卒論指導状況の実態と、教材等のニーズを知るために、2013 年 4 月に中国にお
いて半構造化インタビュー調査を行った。対象者は中国国内学会参加者で調査に同意した
4 大学 4 名（以下、P、Q、R、S）の中国人教員である。それぞれの日本語教育経験年数は


























































































































































各科目に割り当て、4 年一貫して指導していくことが望ましい。徹底的に 4 年一貫した指
導法をとれば、卒論執筆の段階までに、多くの問題点が改善されうる。 
 
6．総合考察と JFL・JSL・JNL の AJ 教育への示唆 




最後に、本報告の結果からの示唆として、JFL（中国）・JSL・JNL の AJ 教育に共通して
援用できる点をまとめたい。 
1)もともとアカデミックな日本語への興味が乏しい学生への動機づけ、職業への応用志向
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